
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小5 社会 単元テスト こたえ なまえ

わたしたちの生活と森林 がつ にち

制限時間 30分 100点満点 教科書やノートを見ないで、時間をはかって解きましょう。

1 木材ができるまで ① 2つとも合って7点。1つなら3点 知識・技能 (19点)

なえ木を植える → 下草をかる → 枝打ち → 間ばつ →

木を切り出す

(1) 図の□にあてはまる言葉を書きましょう。 えだ打ち・間伐も○ (7点)

(2) 山になえ木を植える作業を 植林 といいます。 (6点)

(3) 木を植えて育て、切り出して木材にする仕事を 林業 といいます。 (6点)

2 えらぼう・書こう 知識・技能 (31点)

(1) 森林は、雨水を土にたくわえて少しずつ川へ流すので、「緑の ダム 」と

よばれます。

(6点)

(2) 自然に育った森林を 天然林 といいます。 (6点)

(3) 森林の木は、空気中の 二酸化炭素 をすいこんでたくわえていま

す。

(6点)

(4) 日本の国土のおよそ（ 4分の1 ・ 2分の1 ・ 3分の2 ）は森林です。 (4点)

(5) 人工林に多く植えられているのは、木材にしやすい

（ すぎやひのき ・ ぶなやなら ）です。

(4点)

(6) 国産の木材があまり使われなくなった理由をえらびましょう。 ウ

ア 日本の森林がへり、切る木がなくなったから

イ 国が、木を切ることを禁止したから

ウ 外国から安い木材が多く輸入されたから

(5点)
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3 グラフを読もう 知識・技能 (20点)

林業ではたらく人の数(国勢調査から。数はおよそ)
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(1) 2020年の林業ではたらく人の数は、1980年のおよそどれだけですか。 イ

ア 2分の1 イ 3分の1 ウ 10分の1 4.4÷14.6=0.3…→3分の1

(5点)

(2) 1980〜2005年と2005〜2020年のうち、はたらく人が大きくへったのは

（ 1980〜2005年 ・ 2005〜2020年 ）です。

(4点)

(3) 2005年から2020年に、およそ何万人へりましたか。 ア

ア 1万人 イ 5万人 ウ 10万人 5.2万人−4.4万人=およそ1万人

(5点)

(4) 1980年に林業ではたらく人は、およそ 15 万人です。 14〜15も○ (6点)

4 考えて書こう 思考・判断・表現 (30点)

(1) 林業ではたらく人がへり、人工林の手入れができなくなると、木にどんな問題

が起こりますか。

「こみ合う・日光が当たらない」と「木が細く弱くなる」がつながって15点。一方だけは7点

(15点)

(2) 間ばつで切った細い木や、国産の木材を使うことが、日本の森林を守ることに

つながるのはなぜですか。

「木材が売れて林業が続く(お金になる)」と「手入れができる」の両方で15点。一方は7点

(15点)

(例)木がこみ合って日光が当たらず、木が細く弱く育ってしまう。

(例)国産の木材が売れると、林業の仕事が続けられ、そのお金で植林や間

ばつなどの手入れができるから。
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